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Meromyarian型線虫の筋細胞配列

（２）鉤虫と腸結節虫の雌成虫について＊

大森康正

秋田大学医学部寄生虫学教室

(昭和４９年１０月２９日受領）

先に著者（1974）は数種の嶢虫および鉤虫の雌成虫に

ついて筋細胞配列を図示した．その後引きつづきMero‐

myarian型線虫の筋細胞（以下筋と略記）配列を観察

し，腸結節虫類が鉤虫類と異なる筋配列を示すことを認

めた．今回はその後明らかになった鉤虫科の３種と腸結

節虫５種類の筋配列を記し，両群の筋配列の差異につい

て報告する．

村料と方法

材料：犬鉤虫Ａ"QyJosrol"αＣａ"/""''１，Ｇ'一α"1"'o‐

c⑫ﾉｶαJ1`ｓｕａｒｃａａＺ"s,ＢａＺﾉｶ"zosZo,"皿"zsα"geγｊの鉤虫科

３種，および豚腸結節虫OCS”hagoSZo"zz`'〃c/C"ZaZWﾉﾉﾑ

山羊腸結節虫０．℃e""JCS""z，コロンビア腸結節虫O

CCルノ"6/α"z`,",牛腸結節虫０.ｒＭ/αr""１，および、r‐

"/c/e"Ｍｾﾉﾉzi"!(ｚｌｓの腸結節虫５種類である．これらの標

本はいずれも採集後数カ月から数年間ホルマリン液に保

存されていたものである．

標本作製法：虫体の切開方法は前報（大森，1974）と

同様であるが，できるだけ右側線部だけを切開し，内臓

を除去して体壁を１枚のプレパラートに作製するように

つとめた．体壁をスライドグラス上に封じるには次の要

領で行なった．あらかじめスライドグラスの中央部にガ

ムクロラールを少量塗って乾燥しておく．この上に濾紙

などで水分を除いた虫体の体壁を載せると，多少残って

いる水分がかたまったガムクロラールを粘稠にし，体壁

はスライドグラス上に貼り着く．双眼実体顕微鏡下で体

壁を開き，内面を上にして形をととのえ，適当なガムク

ロラールをかけてカバーグラスで封じた．

観察法：前報同様，頭部から順次顕微鏡撮影し，引き

伸ばして貼合せ，合成写真で筋配列を観察した．

成績

１）犬鉤虫雌成虫(Fig.１ルヅピニ鉤虫(大森，1974）

に似た筋配列をなしている．左腹側の筋域（muscle

sector）に21個，他の３筋域に各22個，合計87個の筋か

らなる．各筋域は尾端の２個の筋（Fig.１の左腹側では

20と21の筋，他の筋域では21と22の筋）を除くと，およ

そ筋が２列に並んでみえる．頭端より順次筋に番号を付

すと尾端の２個と左腹側の筋を除いて，内側の列（背，

腹線側）に奇数，外側の列(側線側)に偶数番号が並ぶ．

前体部の筋は全て前の筋の内側に付着して生じ，同方向

を向いた筋の列が認められる．体中央部ではＭ１６（16番

目の筋）がM14の外側に付着している．また後方におい

ては左腹側ではM19，他の３筋域ではM20がその前の筋

の外側に付着している．前の筋の内側に付着して生じて

いる筋を順次並べて列としてみると，M16やＭ２０（左腹

側ではMl9)はその列の先端をなしてをり，Ｆｉｇ．１の右

背側では次の４筋列が認められる．すなわち，１，３，

５，７，９，１１，１３，１５，１７の列(内列)，２，４，６，

８，１０，１２，１４の列(外列)，１６，１８，１９の列（腹列）お

よび２０，２１，２２の列（尾列）の４列である．他の筋域で

も同様に４列が認められる．

右腹側の内列は，１，３，５，７，９，１１，１３，１５お

よび17の９個であるが，左腹側の内列は，１，３，５，

７，９，１３および'5の８個で，この列に筋の不足がみら

れる．

２）Ｇγα'""locePhα〃ｓ℃ａｒｅａａＺ"ｓ雌成虫（Fig.２）：

筋配列はヅピニ鉤虫，アメリカ鉤虫(大森，1974)，犬鉤

虫と同様で，各筋域には，内，外，腹，尾の４筋列が認

められる．ゾピニ,アメリカ，犬鉤虫では左腹側のＭ18＊

がM15の後方に離れているが，本種ではM18がM15の外
＊第２１回日本寄生虫学会北日本支部大会で報告した．

その要旨と本報の内容は変らないが，表現が変って

いる．

＊前報（大森，1974）のFigs、２，３ではＭ１９となっ
ている．
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Ｆｉｇ．２Arrangementｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓｏｆ

Ｇ７ａ７""zα⑳ﾉｶαZ"ｓＵａだ‘ａｍｓ旱
ＡｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅＵｓｏｆ

Ａ"QyJoSZo'"αｃα"i'2""Ｚ旱
dorsalside V：ventralside

lateralchordVu：vulva

dorsalline VL：ｖｅｎｔｒａｌｌｉｎｅ

ｒｉｇｈｔｓｉｄｅ Ｌｌｅｆｔｓｉｄｅ

Ｆｉｇ．１

４）豚腸結節虫雌成虫（Fig.３）：左腹側の筋域に２１

個，他の３筋域に各22個で鉤虫類と同様に合計87個の筋

からなるが，各筋域の外列のM16とＭ２０（左腹側ではＭ

１9)はその前の筋の内側より生じ,鉤虫類とは異なってい

る．前述のように前の筋の内側に付いた筋を順次並べて

列としてみると，各筋域には内，外の２筋列となり，外

列は後方で分岐している．すなわち，Fig.３の左腹側

では１，３，５，７，９，１１，１３および15が内列，２，

４，６，８，１０，１２，１４，１６および17が外列となり，外

Ｄ：

ＬＣ：

ＤＬ：

Ｒ：

側に付着している．

３）Ｂａｒ/illzosZo"z"'〃ｓα"ｇｅ７ｉ雌成虫：前種と同様，

各筋域に，内，外，腹，尾の４筋列が認められる．左腹

側のM18はM15の外側に付いている．

（３４）
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０．ｃ､：０．ＣＯ此"z6iα"２J"ｚ旱

０．泥：０．γαａｉａＺＷ）〃旱

Fig3Arrangementofthemuscle

cellｓｏｆＯｃｓＯＰ/iagosZo'""γ〃
ぬ"/α”"ｚ旱

列はM17の後方に1８（単独）と，１９，２０，２１の２筋列が

ついている．他の３筋域では１，３，５，７，９，１１，

１３，１５および17が内列，２，４，６，８，１０，１２，１４，

１６および18が外列で，M18の後に19(単独)と，２０，２１，

２２の２筋列がついている．左腹側の内列に筋の不足がみ

られる．

５）山羊腸結節虫雌成虫（Fig.４，０で.）：筋数は8７

個で，前種と同様の筋配列を認めた．左腹側のM19がM

17の後端の内側にわずかに接し，前方の外筋列とかろう

じて連続している．前種では左腹側でM18の先端がＭ１５

の後端の外側に接しているが，本種ではM18がM15の後

方に離れている．

６）コロンビア腸結節虫雌成虫（Fig.４，ＯＧ）：筋

数，筋配列は前種と同様である．左腹側のM19は前種同

（３５）
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では左背側のM19はM17の外側に接している．

８）Ｔｅγ"/此"scJel"i""ｍｓ（Fig.５）：筋数は同様８７

個で，上記４種の腸結節虫に似るが，左腹側の外列は後

方で分岐しない．すなわち，Ｆｉｇ．５で左腹側では，１，

３，５，７，９，１１，１３，１５および18が内列，２，４，

６，８，１０，１２，１４，１６，１７，１９，２０および21が外列で

ある．他の３筋域では上記の種の腸結節虫と同様，外列

の後方で分岐している．

考察と総括

筋配列を概観すると各筋域におよそ内外の２筋列がみ

られる．Chitwood＆Chitwood（1934）は豚腸結節虫

Oes”んagUsZo"』""ｚａｅ"Zα、,〃がその横断面で１筋域当

り筋細胞６コ有することを記し，Meromyarian型線虫

の中で１筋域当りの筋細胞数の多いものの例に上げてい

る(Chitwood＆Chitwood,1950)が，著者の観察では特

別そのような事実は認められなかった．頭端より順に番

号を付すと嶢虫類では先端の筋が外側の列にあり，外側

の列には奇数，内側の列には偶数番号が並ぶ(Martini，

1908,1916；大森，1974)．鉤虫類(大森，1974）や上述

の腸結節虫類では先端の筋が各筋域の内側の列にあっ

て，尼端の２個と左腹側後方部の筋以外では，嶢虫類と

は逆に内側の列に奇数，外側の列に偶数番号が並ぶ．嶢

虫類では全ての筋が前の筋の内側に付着し(内付き)，筋

の後端が外側方に向っている．

鉤虫類，腸結節虫類はともに87個の筋を有し，左腹側

に21個，他の３筋域に各22個の筋が認められたが，これ

らの多くの筋は内付きで,筋の後方は外側方に向ってい

る．鉤虫類では各筋域の外側の列中に２カ所，外付きの

筋がみられる（Figs、２，３の左腹側ではM16とM19，

他の３筋域ではM16とM20)．前の筋の内側に付着した

筋を順次並べて列としてみると，これらの外付きの筋は

その筋列の先端となる．従って鉤虫類では頭端の内側の

筋（Ｍ１）を先頭とする内列，外側の筋（Ｍ２）を先頭

とする外列，M16を先頭とする腹列およびＭ２０（左腹側

ではＭ１9）を先頭とする尾列の４筋列が認められる．

腸結節虫類では各筋域の外側の列に外付きの筋はみら

れない内側の列では豚腸結節虫の各筋域においてＭ１９

(左腹側ではＭ１8）がＭ１７（左腹側ではＭ１5）に対し外

付きである（他のOeSOP/iagosZo,""'〃属のものでは筋

域によってこれらの筋が互に離れている）が，Ｍ1９（左

腹側ではＭ１8）はＭ18(左腹側ではＭ１7)の内側に接し，

Ｍ1８（左腹側ではＭ１7）と同列のものとみられる．Ｍ１８

(左腹側ではＭ１7）はまたその内側からＭ２０（左腹側で

ＶＬ

Ｆｉｇ．５Arrangementｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓｏｆ
Ｔｃ７"ｉｃノセ"ｓａｅ"zi"”"ｓ旱

様M17の後端の内側に接し，前方の外筋列とかろうじて

連続している．左腹側のM18はM15の後方に離れ，右腹

側においてもM19はM17の後方に離れている．前２種で

は右腹側のM19がM17の外側に接している．

７）牛腸結節虫雌成虫（Fig.４，０泥）：筋数，筋配

列は上記３種の腸結節虫と同様である．左腹側のM19は

M17の後端の内側に接し，右腹側のM20はM18の後端の

内側に接し，それぞれ前方の外筋列とかろうじて連続し

ている．左腹側のM18はM15の後方に離れ，右腹側およ

び左背側のM19はM17の後方に離れている．上記の３種

(３６）
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と似た筋配列を示すが，左腹側の外列は後方で分岐しな

い．

（本研究は前主任吉ｷﾅ裕之教授（金沢大学）および現主

任鈴木俊夫教授よりご教示いただき〆本稿のご校閲をい

ただいた．不明種の同定は北海道大学大林正士助教授よ

りいただいた．材料は下記の多くの先生からいただいた

もので，諸先生に対し深謝の意を表します．

Ｄｒ、ＪＭＧｏｌｄｓｍｉｄ（Univ・Rhodesia)，Ｄｒ．Ｈ、

Herlich（AnimalParasitologyInstitute、Ｕ・ＳＡ.)，

野田亮二教授(大阪府立大),大林正士助教授(北海道大)，

大鶴正満教授(新潟大)，佐野基人助教授(千葉大)，山口

富雄教授(弘前大)，山下次郎教授(北海道大)，横川宗雄

教授（千葉大)，吉田幸雄教授（京都府立医科大）（以上

ＡＢＣ順）

Reference

(よＭ１9）を生じている．従って腸結節虫類では頭端の内

側の筋（Ｍ１）を先頭とする内列と，外側の筋（Ｍ２）

を先頭とする外列が認められ，外列はＭ１８（左腹側では

Ｍ１7）で内外に分岐すると理解される．

StrongylidaeやTrichonematidaeの中には鉤虫類

や腸結節虫類とは異なった筋配列様式を示すものがあ

り，これについてはあらためて報告する予定であるが，

このような筋配列様式がStrongyloideaの類縁関係と

どのように関連するか興味深く思われる．

前報（大森，1974）で鉤虫類の腹側左右の筋域を比較

し，筋相互の付着状態，位置関係より左腹側に15番目の

筋を欠くと考えた．そして左腹側の筋の番号を変更する

ことを提案したが，混乱をまねくこともあり，本報では

各筋域ごとに先端の筋から順次番号を付した．

むすび

Ｌ鉤虫科の３種（犬鉤虫Ａ"Mosro,"αα"",zz""，

Ｇﾉｰα"z"ＪＯＣ"/iaZzzsTwMaZ"ｓおよびＢａ/ﾊﾌ"osro"z【ｲﾉ〃

sα，Ige7i)。および腸結節虫類５種（豚腸結節虫Oeso-

PAagosZo"z""Ｊ〃"、r'""，山羊腸結節虫Ｏzﾉe"'1/OSIイノノム

コロンビア腸結節虫ＯＣＣ〃"26iα"z`'"，牛腸結節虫０．

７－αａｉａｒ"、およびＴｅ'７１icJe"scJe"ｚｉ"【(/【(s）の雌成虫の筋

細胞配列を観察した．

２．上記のものは全て左腹側の筋域に21個，他の３筋

域に各22個，合計87個の筋細胞が認められた．

３．各筋域において鉤虫類では,内,外,腹，尾の４筋

列が認められるのに対し，OCS”/iagDsZo"zz("z属のもの

は内，外２筋列で，外列は後方で更に分岐すると理解さ

れた．

４．Ｔｂγ"ｉａｅ"Ｓｃﾉﾋﾟﾉ"/"z`Z"ｓはOCS”Aagos/o"z""ｚ属
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Abstract j

ARRANGEMENT OF THE SOMATIC MUSCLE CELLS

OF MEROMYARIAN NEMATODES

(2) FEMALES OF HOOKWORMS AND NODULARWORMS

Yasumasa OHMORI

{Department of Parasitology, School of Medicine

Akita University, Akita, Japan)

Further studies on the arrangement of the somatic muscle cells were mode on the famal-

es of Ancylostoma caniniim, Grammocephalus varedatus, Bathmosto?nu?n sangeri, Oesophago-

stomum dentaum, O. venulosum, O. columbianum, O. radiation and Ternidens demimitus. They

all possess 87 somatic muscle cells, i.e. 22 elements in both dorsal and right ventral sectors

respectively and 21 elements in left ventral sector.

Four rows (internal, external, abdominal and caudal) of the muscle cells which originate

from inside of the preceding muscle cells may be recognized in each muscle sector of ancylo-

stomatids (A. caninum, G. varedatus, and B. sangeri). For example, following muscle groups

are distiguishable one another in the right dorsal sector by their attachement to the inside of

the preceding muscle cells (Figs. 1 & 2) ; internal row consisted of the muscles of Nos, 1, 3,

5, 7, 9, 11, 13, 15 & 17 ; external consisted of the muscles of Nos. 2, 4, 6, 8, 10, 12 & 14 ;

abdominal consisted of the muscles of Nos. 16, 18 & 19 ; and caudal consisted of the muscles

of Nos. 20, 21 & 22.

On the other hand, in Oesophagostomum, two rows of the muscles, internal and external,

may be distinguishable and external row diverges posterioly in each muscle sector. In the

right dorsal sector (Fig. 3), for example, internal row is consisted of the muscles of Nos. 1,

3, 5, 7, 9, 11, 13, 15 & 17 and external row which is consisted of the muscles of Nos. 2, 4,

6, 8, 10, 12, 14, 16 & 18, has two branches, internal one includes 19th muscle only and ex

ternal one includes the muscles of Nos. 20, 21 & 22.

In T. deminutus, arrangement of the muscles is almost similar to that of Oesophago

stomum in each sector except for the left ventral, where the external row of the mcscles has

no branch.

(38)




